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(The Annual Rψort on Cultural Science No. 114). Graduate School of 

Letters. Hokkaido University. Sappor・o.J apan 2004. ISSN 1346-0277) 

SHIMIZU Makoto (mshimizu @lit.let.hokudai.acお)

あとがき

1.概要

1995年から 2004年までの 10年間， 17回にわたって『北海道大学文学部紀

要』および F北海道大学文学研究科紀要』に発表してきた一連の論文は，オ

ラン夕、のフリースラント州(フ. (=西ブ.)Provinsje Fryslan)で用いられ

る西フリジア語(フ.Westerlauwersk Frysk，約 35~40 万人)の標準語に

かんする音韻と文法(以下 r文法J)の体系的記述である。

商フリジア語は北ドイツの北フリジア語(北フ.N ordfriisk，約

9 ， 000~10 ， 000 入)と東フリジア語(東フ. Seeltersk，約 1 ， 500~2 ， 500 人)

とともに，歴史的に北海ゲ/レマン語(ブ.N oardseegermaansk)の唯一の後

寵であるブリジア語を講成する。しかし，ブリジア語としての統一的な標準

語は現在も過去にも存在せず，相互理解はほとんど不可能である。この意味
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でフリジア語は単一の言語ではなく，蔽密には「フリジア語群」と称するの

がふさわしい。

「西・北・東フリジア語」という名称は地理的分布に基づく俗称で，エ.West 

Frisian/ド.Westfriesisch， N orth Frisian/N ordfriesisch， East Frisian/Ost悶

friesischに対応する訳語であるO とくに「西フリジア語J(エ.West Frisian/ 

ド.Westfriesisch)と「東フリジア語J (エ.East Frisian/ド.Ostfriesisch) 

は，言語学的には厳密な意味で適切な名称とは言えない。オランダ語名West同

friesはエイセル湖(オ.IJ sselmeer )対岸の非フリジア語地域である「西フ

リースラント J (オ.Westfriesland)のオランダ語方言，すなわち「オランダ

語酉フリースラント を指す。「西フリジ の正式名称は上述のよう

に，ブ.Westerlauwersk Frysk (オ.Westerlauwers Fries)であり rラ

ウエ/レス湖(フ./オ.Lauwers)以西のフリジア語(フ.Frysk/オ.Fries) J 

を意味する。両様に，ドイツ語名Ostfriesischは非ブリジア語地域である「東

フリースラント J (ド.Ostfriesland)のドイツ語方言，すなわち「低地ドイ

ツ語東フリースラント方言」を指す。「東ブリジア語Jの正式名称は上述のよ

うに，東ブ.Seelterskであり，これは北ドイツ・ニーダーザクセン州(ド.

N iedersachsen)で東フリースラントの外に位置するクロペンブルク郡(ド.

Landkreis Cloppenburg)のセールターロウンド(東フ.Seelterlound/ド.

Saterland rザーターラントJ)の三つの村で用いられる O ドイツ語では一般

に，誤解を防ぐために， Westfriesischのかわりに Westerlauwerssches

Friesisぬという用語を用し、 Ostfriesischのかわりに Saterfriesischという

用語を用いる。

本論文では「酋フリジア語J (同様に「北フリジア語J r東フリジア諾J) と

いう用語をあえて用いるが，筆者は従来，地理的・行政的名称として「ブリ

スラント J， (文化的)名称として「フリジア」という用語を区耳目して

用いており，誤解の余地はない。「ラウエノレス湖以西のフリジア語」という用

語は煩雑で，実用的ではない点でも，これが妥当な措置と考えられる。

ブリジア語(群)の中で，西ブリジア語では，オランダの地域的公用語と

して機能するために十分な標準語としての言語規範が確立している。しかし，
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近年の西フリジア語はオランダ語から強く を受け，オラン夕、語から

語ニF渉が若い世代を中心に顕著に見られる O このことを意識して，標準高ブ

リジア語の言語規範はオランダ語からできるだけ距離を置こうとし，こ

語擁護の姿勢は社会的に広く認められている O ときには人工的な面を見せる

ことがあるものの，今日の西フリジア語は近年のオランダ語の影響を極力排

除しても，不自然でない十分な独立性を保持し得る段階にとどまっている。

こうした現状に鑑みて，本論文で、は地域差や踏層差への言及は最小限の注記

にとどめ，文章語として確立された標準語の記述に焦点を当てることを源開

とした。それは同時に，本来の西フリジア諸に特有の現象を積額的に採り上

げることを意味し，言語学的に興味深い話題を数多く提供することにつな

がった。

II.内容と構成

全体の構成としては，音韻と正書法に続いて，形態と統語を思別せず，品

詞別にまとめて扱う伝統的な方法を採用した。したがって，文の構造はそれ

ぞれ関連の深い娼耳目の品詞の項目で論じられている。たとえば，枠構造は従

議接続詞の章，中域の目的語の語頗は代名詞の章，右枠の動詞群の語願は動

詞の最終主主でそれぞれ解説しである O 品詞別の構成ではあるが，統語的扱い

が不十分で、あるということはけっしてなしむしろその逆であって，個々の

品請の枠内で，用法上の発展的な解説が鑓所に織り込まれている Oこれによっ

て，西フリジア語の構造がかえってより鮮明かつ容易に把握し縛ると確信し

ている。

本論文で挙げた用例は，とくに西フリジア語教育委員会 (AFUK: Al-

gemiene Fryske Underrjocht Kommisje)が刊行する一連のオランダ諾話者

向きの学官教材から広く採集した。そのほかに，各種のテキスト，辞書，論

文，文法:脅から援用した用例もかなりある O ただし，文法記述に必要とされ

る特殊な用例，とくに「誤った用例」は既存の文献資料からは求めがたい。

これについては，後述の西フリジア語話者の方々に菌接のインフォーマント

としてご協力いただいた。一般の話者の商ブリジア藷はオランダ語の影響を

65 



北大文学研究科紀要

さまざまな形で受けていることが多く，高年齢者は当該地域の方言や，各都

市に特有の都市フリジア語(フ.Stedsk/Stedfrysk)と呼ばれるオランダ語

との混成言語を母語とし，標準語を必ずしも厳格に意識しないことが多い。

本論文のインブォーマントは西フリジア語研究者あるいは西フリジア語の雛

護に携わっている専門家であり，信頼できる標準語のデータを提供していた

だくことができた。文献からの用例の引用はたんなる孫引きに終始せず，

者の調査と判新によって必要に応じて変更を加えたものが多い。文献からの

用例には出典を示し，種々の理告によって筆者の判断あるいはインフォーマ

ント調査によって変更したものには「変更」と記した。出典の記載がないも

のは原知として筆者が作成し，インフォーマント韻査によって確認したもの

である。説明上，とくに示唆的あるいは独創的と判断された筒所についても

逐次，出典を示し，筆者の私的な解釈とはできるだけ区加するようにI.夫し

た。用例，解説ともに誤記，誤解の責任はすべて筆者にある。用例に添えた

和訳は|西ブリジア語原文の解釈を容易にする目的で添えた遂語的な直訳であ

り，かならずしも吉然な日本語にはなっていないことをお断りしておく。

III.意義

本論文の意義は，まず，記述の最に求められる。 19世紀後半以来，西フリ

ジア語の代表的な文法書には次のものがある(年代11闘に挙げ，ページ数を bls.

として付記する)0

Sytstra， H. S. 1856/1862. lnleiding tot de Friesche s沙問αkkunst.-一

Klank. en schr併leerder Friesche taal./ Woord，仰 leerder Friesche 

taal. Leeuwarden. Kuipers. (156 bls.) 

Colmjon， G. 1863. Beknotte Friesche straakkunst voor den 

tegenwoord~包en tijd. Leeuwarden. Kuipers. (156 bls.，文法部分 97

bls.) 

Van Blom， Ph. 1889. Bekno.ρte Friesche‘ψraakkunst. Joure. R. P. 

Zijlstra. (179 bls.) 
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Postma， G./De Clerq， P. 1904. Lytse FηIske spraekleare， it Wester-

lauwersk Frysk om 1900 hinne oangeande. Ljouwert. Van der 

Velde. (128 bls.) 

Sipma， P. 1913. Phonology and grammar 0/ modern West Frisian. 

London et al. Oxford University Press. (175 bls.，文法部分 92bls.) 

Sytstra， O. H./Hof， J. J. 1925. Nieuwe Friesche ゆraakkunst.

Leeuwarden. Van der Velde. (274 bls.，文法部分 177bls.) 

Sipma， P. 1948司1949. Ta it Frysk.よ Ynlieding，klanklear， stavering， 

IよWurdlear;1II. Bugingslear， sinlear. Ljouwert. Van der Velde. 

(75 bls.十79bls.十91bls.ニ 245bls.) 

Anglade， J. 1966. Petit manuel de /rison moderne de l'ouest. 

Groningen. W olters. (152 bls.，文法部分 70bls.) 

Fokl日ma，K. 19672
• Beknoρte Friese sρraakkunst. Groningen 

W olters. (151 bls.，文法部分 89bls.) 

Boersma， J./Van der Woude， G. 19812/1980 2
• S，ρraaklear 1， 11. 

Ljouwert. Algemiene Fryske Underrjocht Kommisje. (106 bls.十

111 bls.ニ 217bls.) 

Zhluktenko， Ju. A./Dvukhzhilov， A. V. 1984. Frizskij jazyk. Kiev. 

N aukova Dumka. (200 bls.，文法部分 173bls.，現代西ブリジア語文法

部分 88bls.) 

克玉仁士. 1992. wフリジア語文法』東京.大学書林. (292 bls.，文法部

分 245bls.) 

Hoekema， T. 1996. Beknopte Friese sρraakkunst. Ljouwert. Afuk. 

(83 bls.; 1968デンマーク語原典 33bls.， 1992ドイツ語訳出 bls.)

Tiersma， P. M. 19992
• Frisian r，ψrence grammar. Ljouwert 

Fryske Akademy. (147 bls.，文法部分l31bls.) 

このほかに，筆者の知る寂り，現時点で計覇中または執筆途中のものとし

て， Popkema， J. Koarte Fryske taa必undeとDeHaan， G. J. A short 
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introduction to the grammar 01 Frisiaηがある。また，フリスケ・アカデ

ミ-(Fryske Akademy)のブイセノレ博士 (dr.Willem Visser) とディク博

士 (dr.Siebren Dyk)を中心とする研究グループが新しい詳J植な現代西フリ

ジア語文法を計画中である。

上記の一覧表から単純にページ数を比較しでもわかるように，本論文は現

存する量的に最大の包括的な西フリジア語の文法記述である。

さらに，フリジア語一般に範囲を拡大すると，筆者の知る限り，

(あるいは方言)の文法記述としては，北フリジア語モーリン

ング方言にかんする次の 2点がこれまでで最大である。

とセルリ

Bendsen， B. 1860. Die nordlriesische争rachenach der Moringer 

Mundart zur Vergleichung mit den verwandteη S)うrachenund 

Mundarten. Leiden. BrilL (479 bls.，文法部分 404bls.) 

Lasswell， S. T. 1998. An ecological 1ψrence grammar 01 So仇;ng

North Frisian. Dissertation. University of California. Santa 

Barbara. (390 bls.) 

単純にページ数を比較しでもわかるように，本論文は両者を量的にはるか

に上回っている。

以上のことから，本論文は量的な面で，現存する最大のフリジア語の文法

記述であると言える O

なお，歴史的視点からのフリジア語全体あるいは北フリジア語全体の文法

記述，それにブリジア語全体の概観としては，次の 4点が最大である。ただ

し，これは本論文とは性格が異なり，比較の対象とはなりがたい。

Siebs， Th. 1899. Geschichte der Iriesischen Sprache. Paul， Hermann 

(Hrsgよ Grundriβ der germanischen Philologie. Strasburg. 

Trubner. 1152.1464. (313 bls.) 

Lofstedt， E. 1968/1971. Beitr合(gezu einer nor，φh・esischenGrammatik 
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よDαsSubstantiv und das Adjektiv， das Zahlwort uηd der bestimm-

te Artikel./ II. Das Pronomen， das Adverb， Pr，δitositioηen， Konjunk-

tionen und das Verbum. Uppsala. Acta Universitatis Upsalien-

sis. Studia Germanistica Upsaliensis. (187 bls.十120bls. =307 bls.) 

Markey， T. L. 1981. Frisian. (Trends in Linguistics - S. A. R. 13) 

The Hague/Paris/New York. Mouton. (335 bls.内容に開題点が多

いとされる)

Munske， H. H. (Hrsg.). 2001. Handbuch des Friesischen/ Handbook 0/ 

Frisian studies. Tubingen. Niemeyer. (845 bls.) 

次に， は質的な菌に求められる。上記の一連の完結した西フリ

ジア語文法書の中で内容的に今日の言語学的水準に達しているのは，私見で

はTiersma(9992)のみである。詞書は 1985年の初版(Dordrecht/Cinnamin-

son. Foris刊行)にドイツ，キール (KieJ)大学のブクストラ教授 (Prof.Dr. 

J arich Hoekstra)が手を加えた改訂版だが，初版の本文をそのまま継承し，

注の部分で散発的に内容の充実を図っているにすぎない。したがって，その

後の研究成果は十分に取り入れられているとは言えず，理論的にも若干の問

題点が散見される O 現代言語学の揺点からもっともすぐれた記述と思われる

のは， (上記の未完の DeHaan， G. J. A short introduction to the g一rammar

0/ Frisianそ除けば)次の 2点の論文であると盟、われるが，量的に十分と

うには程遠い。

Hoekstra， J./Tiersma， P. M. 1994. '‘Frisian". Konig， E./Van der 

Auwera， J. (eds.). The Germanic languages. London/New York. 

Routledge. 505-531 

Hoekstra， J. 2001.“Standard West Frisian". Muns路sk王e札， H.狂.(Hr目sg.)

Hαω1幻1d，必bz町tκκchdeωs FrηJ，εS幻zs釘ch恥t仰η/H.α仰ηd品book0/ Friゐ{包sz，必α仰ηst初udieωs.Tubingen. 

Niemeyer. 83-98. 
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フリジア語学の業績はけっして少なくないが，一個人がそのすべてに目を

通すことがまったく不可能というわけではない。フリジア語学，とくに商フ

リジア語学の業績については，ブローニンゲン大学フリジア語学科が毎年，

更新しながら作成している次の包括的なリストがある。

Literatuerlisten studzje Frysh. Frysk Ynstitut RUG. (Oude Kijk in 't 

]atstraat 26. Harmoniecomplex， keamer 359. 9712 EK Grins) 

本論文の執筆では，このリストを参考にしつつ，そこから漏れている文献

も独自の課査によって明らかにし(たとえば， Sytstra， H. S. (1856/1862) 

は上記のリストには含まれていない)，後述の手段を通じて現地の図書館等で

広く収集しながら，西フリジア語学研究の全体像を網羅的に把握することを

旨とした。そして，フリジア語学関部の大部分の重要文献を比較検討し，現

時点までの研究成果をできるだけ多く吸収することによって，可能な限り正

確かつ広汎に記述に反映させるように努めた。西フリジア語が用いられるオ

ランダは，生成文法をはじめとしてヨーロツパ現代理論言語学の最高蜂に位

し，フリジア語研究者も大部分が最新の理論言語学に連続している O 本論

文では，後述するように，代表的なフリジア語研究者と密接な個人的交流を

保ちながら，議論と調査を数多く重ねつつ，理論的説明を言語記述にとって

有益なレベルに還元した上で，内容的充実を図ることを心掛けた。

本論文ではまた，ゲルマン語研究者としての問題意識を生かすように努め

た。従来の西フリジア語の文法記述はオラン夕、語との言語干渉に注意を促す

ことはあっても，他のゲノレマン語との比較への言及は稀である O 筆者はドイ

ツ語，英語，オランダ語，北ブリジア語などのいわゆる西ゲルマン語に加え

て，北欧スカンジナヴィアの北ゲルマン諸語を古語を含めて広く研究対象と

しており，筆者の研究テーマであるゲノレマン語類型論の撹点から酒フリジア

をとらえ直すことを念頭に置きつつ，文法記述の範間内でそれ

を有効に反映させることに尽力した。

本論文では日本語話者として，ゲルマン語研究者が看過しがち
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にも配議した。従来の伝統的な西フリジア語文法のみならず，一般向けの成

人用講習教材や学校教育用の学習教材は，オランダ国内での普及を念頭に置

いており，オランダ語話者向けの片寄った説明が呂立つ。したがって，オラ

ンダ語以外の言語使用者にとっては理解が国難な場合が多い。筆者がもっと

も苦労したのはこの点である O オランダのフリスケ・アカデミー (Fryske

Akademy)が 1984年から毎年1巻のベースで刊行している西フリジア語大

辞典 (Wurdboekβm de Fryske taal/ Woordenboek der Friese taaZ) はオラ

ンダ語との対訳辞書であり，未完である。痩用に耐える完結した辞書は下記

のオランダ語との対訳辞書であり，向じく下記の英語との対訳辞書は 2000年

になって刊行された。

Dijkstra， W. 1990-11. Friesch woordenboek (Lexicon frisicum). (1971 

復刻版). Amsterdam/Leeuwarden. S. Emmering/De Tille. 

Zantema， J. W. 1984. FJysk wurdboek. Frysk-Nederlank. l. Drach同

ten/Ljouwert. Osinga/Fryske Akademy. (1220 bls.) 

Visser， W. 1985. Frysk wurdboek. Nederlansk-Fη'sk. 2. Drachten/ 

Ljouwert. Osinga/Fryske Akademy. (921 bls.) 

Dykstra， A. 2000. Frysk-Ingelsk wurdboek/ Frisian-English dictioηary. 

Afuk/Fryske Akademy. (1153 bls.; English-Frisian word list， 319 

bls.を含む)

最近の西フリジア語研究は理論言語学の浸透や研究者の意識の変化の結

果，広い横野から行なわれるようになりつつあるが，本論文はこうした儲向

と軌をーにするものであり，フリジア語学の国際化，あるいは西フリジア語

の言語擁護にもささやかな貢献をすることがあればと願っている O

日本人の業績としては，上記のリストに記載した，児玉仁ごと著 rフリジア

語文法~ (1992 大学書林)と同著者による『フリジア語詩典~ (2004 大学

書林)があるO とくに前者はヨーロッパ以外で刊行された最初の西フリジア

語文法書としてパイオニア的意義がある。しかし，私見では問書は数多くの
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誤記，誤解を含んでおり，西フリジア語の正しい姿を伝えているとは言いが

たい。この点については次の論文で指摘した。

Makoto， Shimizu. 1993.“N aar aanleiding van Hitoshi Kodama， 

Fryske grammatika". Us Wurk 42. 103-114. 

清水誠.1996. r酉フリジア語文法記述の問題点J 11北海道大学文学部

紀要~ 44-3. 41-107 

本論文は罰需の不十分さを補い，日本における信頼できる商フリジア語の

文法記述を提供する役割を果たす役割を担うものである。

N.経過と謝辞

これまで日本には上記の児玉氏の文法書を除いて，フリジア語学研究の蓄

額にはほとんど見るべきものがなかった。日本にはフリジア語学を専攻でき

る大学は存在せず，オランダ語学を主専攻とすることが可能な高等研究教育

機関さえ，根絶されて以来 1世紀以上が経過している。このような現状か

ら本論文の執筆は筆者の独力によってーから手探りで始めなければならな

かった。そのためには，日本では入手不可能なほとんどすべてのフリジア語

学文献の収集に加えて，代表的なフリジア語研究者との交流とドイツとオラ

ンダの代表的な研究・教育・行政機関との密接な連絡が不可欠だった。それ

が可能になったのは， ドイツ学術交流会(DAAD)の援助によるキール大学

北フリジア語辞書編集所 (Nordfriesische Wδrterbuchstelle， Universitat 

Kiel， 1989 年 9 月 ~1990 年 9 月)とオランダ政府奨学金 (NUFFIC) の援助

によるブローニンゲン大学フリジア語学科 (FryskYnstitut/Fries Instituut， 

Rijksuniversiteit Groningen， 1993 年 9 月 ~1994 年 9 月)での研究滞在，そ

れに，オランダのフリスケ・アカデミー (Fryske Akademy， Ljouwert/ 

Leeuwarden)の正会員への任命(1994年10月)による恩恵が多大であった。

オランダの在外フリジア人協会(ItFrysk Boun om Utens， Bovensmilde/ 

Assen)の名誉会員への推挙 (2003年5月)とドイツの北フリジア語文化研
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究所 (Nordfriisk Instituut， Braist/Bredstedt)の運営母体である北ブリジ

ア語文化研究学術協会 (DerVerein N orclfriesisches Institut)の会員認定

(2003年6月)も励みになった。このほかに，オランダ，ドイツの各種の新聞・

雑誌記事への寄稿，インタヴューやテレビ出演の要請にもありがたく応じた。

本研究にたいするオランダ， ドイツでの好意的な反応は，ブリジア語とその

文化に寄せられる社会的関心，そして，今日のヨーロッパにおけるいわゆる

少数言語の存在意義を改めて筆者に認識させた。

フリジア語学にかんする以下の文部科学省・学術交流会の科学研究費補助

金の交付もまた，筆者のフリジア語学研究の進震にとって不可欠だ、った。

「大陸部北海沿岸の酉ゲルマン語相互の接触と類型論的特徴の変化J (奨

励研究 (A).平成7年度.研究代表者.課題番号 07710346 

「連続性概念による言語モデルの再構築 ドイツ語学の諸相からJ (基

盤研究 (B) (2). 平成 8~9 年度.研究分担者.課題番号 08451101 

「ドイツ語・オランダ語・ブリジア語の対照文法記述一一西ゲルマン語類

型論に向けてJ (基盤研究 (C)(2). 王子成1O~13 年度.研究代表者.

題番号 10610491 

「商フリジア語文法記述のための最終的研究 ゲ/レマン語類型論の構

築に向けてJ (基盤新究 (C)(2). 平成 14~16 年度.研究代表者.課題

番号 14510599 

なお，上記の紀要に発表した 17編の論文は，フリジア語一殻の歴史と現状

についての解説を補足する意味で~ドイツ文学 108~ (日本独文学会編.

2002.45-58)所収の「ブリジア語群の三つの生態と多言語使用」の章を巻末

に添えて，下記の論文博士学位請求論文として 2003年(平成15年)に北海

道大学に提出し，同年12月に博士号(文学)の学位を授与された。審査にあ

たられた植木迫子先生(主査)，山田貞三先生，藤田 鍵先生に心から感謝申

し上げるO
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『西フリジア語文法一一現代北海ゲルマン語の体系的構造記述とゲルマ

ン諾類型論構築のための基礎的研究ーっ(13十838pp.) 

ただし，上記の博士論文は 1995年以降に発表した 4連の論文を基礎にして

いるために，それから 10年余りが経過しており，当然のことながら，各論文

は発表時期をさかのぼるほど，その後の研究成果を反映する度合いが少なく

なる。酉フリジア語の研究者の数は他のいわゆる大言語に比べて，けっして

多くない。しかし，少数言語ゆえに従来の研究成果の蓄積は相対的に乏しく，

近年の研究者の増加と研究内容の進展は，かえって大言語の場合よりも顕著

であるとも言える。それゆえ，上記の簿士論文としてまとめるにあたっては，

各論文に発表後の研究成果を可能な限り追加し，大幅な変更を施すことも厭

わなかった。また，誤植については各論文の巻末にそのつど訂正を施したが，

その後，見つかったものも少なくない。それについてはここでの記載を省き，

上記の博士論文にできるだけ訂正を施した。

なお，上記の博士論文は北海道大学大学院文学研究科の申し合わせに従っ

て，オンデマンド方式で公開され得る予定である(問い合わせ先 rコンテ

ンツワークス株式会社J (Contents Works Inc. 〒112-0014東京都文京区

関口 1~24-8 東宝江戸川橋ピル:3F， tel. 03-5227-3001， fax.03-5227-2050， 

http://www.contentsworks.co.jp)。

最後に，本論文の執筆にさいして様々な商でとりわけ協力を錯しまれな

かった下記のドイツとオランダの恩師，知人の皆さんに心からお礼申し上げ

る。これ以外にも， T AALSTUDZ]E@NIC.SURFNET.NLによるネット上

での度重なる質問にお答えいただいた多くの方々に感謝申し上げたい。

ゲルメン・デ・ハーン教授 (prof.dr. Germen J. Haan) オランダ，ブ

ローニンゲン大学フリジア語学科教授

ピテノレ・プレーケル博士 (dr.Pieter Breuker) 同大学問学科教員

ウベレ・フリエス博士 (dr.Oebele Vries) :同大学問学科教員

チエト・デ・グラーフ博士 (dr.Tseard de Graau 同大学言語学科元
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教員，ブリスケ・アカデミー研究員

サーキエ・ファン・デレンさん (mevr.Saakje van Dellen) 河大学フ

リジア語学科職員

ラメト・ヨーンスマ博士(dr.Lammert Jansma) オランダ，ブリスケ・

アカデミ一所長

ヴィレム・ブイセノレ博士 (dr.Willem Visser) :同アカデミー研究員

シエブレン・デイク博士 (dr.Siebren Dyk) :問アカデミー研究員

オーネ・ディクストラ氏 (drs.Anne Dykstra) : I司アカデミー研究員

へンク・ヴォルフ氏 (drs.Henk W olf) :間アカデミー研究員

トニ・ファイツマ教授 (prof.dr. Tony Feitsma) :アムステルダム大学

ブリジア語学科名誉教授

クーン・ゾン夕、ハ博士 (dr.Koen Zondag) オランダ，フリースラント

州教育委員会 (M.S. U.)フリジア語教育掛元主任

ヤーラハ・フクストラ教授 (Prof.Dr. Jarich Hoekstra) ドイツ，キー

ル大学北欧語学科フリジア語学教授

ブー・シエリーン教授(針。f.Dr. Bo Sjolin) :同大学陪学科・北フリジ

ア語辞書編集所名誉教授

オモ・ヴ?イ lレツ博士(Dr.Ommo Wilts) :同大学問学科・陪編集所元教

アラスタイル・ウォーカー博士 (Dr.Alastair G. H. W alker) 同大学

同学科教員

インゲリーネ・ハーマンさん (Fraulngeline Hamann) 同大学陪学科・

同編集所元職員・講師

トーマス・シュテーンゼ、ン教授 (Prof.Dr¥Thomas Steensen) 北フリ

ジア語文化研究所所長，フレンスブルク教育大学客員教授

ニルス・オールハンマ1レ教授 (Prof.Dr. Nils Arhammar)同研究所

副所長，ブレンスプルク教育大学名誉教授

アデリーネ・ベーターゼンさん (Drs.Adeline Petersen) : I司研究所研究

員，キール大学北フリジア語辞書編集所元研究員
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(2) 間音節と開音節

~ 4 短母音

(1) 短母音の積類

(2) 解説と用例

S 5 長母昔

(1) 長母音の種頼

(2) 解説と用例

(1) 二震母音の種類

(2) 解説と用例

S 7 その他の母音の発音

(1) 組み合わせの種類

(2) 解説と用例

S 8 鼻音化と長音化

(1) 鼻音北

(2) 長母音化

S 9 短母音化
(1) まとめ

(2) 個々の特徴

S 10 r割れ」

(1) まとめ

(2) 個々の特徴

(3) r割れ」と短母音化

Sll~S25 r西フリジア語の音韻と正書法 (2)J

(Ludlear en stavering fan it Westerlauwersk Frysk (2)) 
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II 子音 (bylud)

Sll はじめに
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n2 子音の種類
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n4 語末音の無声1[:;
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(2) 1隠々 の'Wuタト
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N 正書法
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S 23 子音字

S 24 正書法上の注意点
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(2) 母音字の表記
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(4) 大文字書き

S 25 I日正書法との対応

S 26~S 35 r西フリジア語の文法構造一一軍詞，名詞，形容詞-J

(Struktuer fan it Wester1auwersk Frysk一一一lidwurd， haadwurd， 

eigenskipswurd 

r北海道大学文学部紀要 45-1.第88

形態と統語

S 26 定冠語
(1) 基本形

(2) 弱形

(3) 古形のなごり

(4) 地名と冠詞

S 27 不定冠詞
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(2) 用法

(3) 数詞ien

~ 28 否定冠詞

(1) まとめ

(2) 用法

II 名詞

~ 29 文法性

(1) まとめ

(2) 文法性の区別
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(3) 派生語と複合語の文法性

~ 30 数

(1) まとめ

(2) 複数形の種類

(3) 短母音化(~ 9)， ，-害日れJ (~10) を伴うもの

は) 正書法上の注意

(5) 数量の単位を表わす表現

(6) 数の一致

S 31 格

(1) まとめ

(2) 属格

(3) 地名と数詞の語尾ぺer'

(4)与格のなごり

(5) ，-利害・関心J，，-所有」を表わす名詞匂

(6) 日的諮の語順

S 32 縮小形

(1) まとめ

(2) 縮小形の種類

(3) 短母音化 (S9 )と「割れJ (S 10) 
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(4) 縮小形による女性名

III 形容詞

S 33 品諮の区別と用法の区別

S 34 形容詞の語形変化と用法

(1) まとめ

(2) 語尾-e/く無語尾〉

(3) 語尾-en

(4) 形容詞の名詞化

(5) 語尾町S

(6) learaar Frysk Iフリジア語教師J など

(7) 形容詩句の語I1関

(8) 冠飾匂

S 35 比較
(1) 語形変化

(2) 用法

g 36~g 46 r西フリジア語の文法構造一一代名詞一つ

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk - foarnamwurd 

『北海道大学文学部紀要 45-2，第 89 号~ 1997， 79-176 

W 代名詞

S 36 人称代名詞:概観
(1) まとめ

(2) 語形

(3) 解説

S 37 人称代名詞の基本形と弱形
(1) まとめ

(2) 1人称

(3) 2人称

(4) 3人称
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(5) 非人称代名詞と非人称構文

(6) har (ren) [har (;m) J /har [har Jとse[s;:)J 

S 38 人称代名詞の連接形，主語の省略，補文標識の「活用」

(1) まとめ

(2) 3人称単数男性/両性主格連接形er[;:)r J 

(3) 2人称親称単数主格連接形ーo[o:uJ/-e [;:)J (←-do/-de) 

(4) 主語の省略

(5) 人称語尾 -stと補文標識の「活用」

(6) dy'tst 

S 39 人称代名詞の再J席用法

(1) 再帰代名詞の欠如

(2) 再帰表現について

(3) 再帰的用法と非再帰的用法の人称代名詞

(4) sels 

(5) 相互代名詞

S 40 所有代名語

(1) 限定形と独立形

(2) 個々の用法

(3) 所有代名詞限定形十親族名称

(4) r mei十所有代名詞限定形十数詞」など

S 41 指示代名詞

(1) まとめ

(2) 個々の語形と用例

S 42 不定代名詞
(l) まとめ

(2) men [m;:)nJ r (話者を含めて一般的に)人J

(3) その他の語形とF司法

S43 疑問諮

(1) 疑問代名詞
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(2) 疑問副部

S44 疑問文

(1) まとめ

(2) 直接疑問文

(3) 間接疑問文

(4) その他の疑問文

(5) 従属文に含まれる

(6) 感嘆文

S 45 関係諮

(1) はじめに

(2) 関係代名詞

(3) 関係副詞

を問う疑問文

(4) sa't [sa tJ (…)指示代名詞

S 46 関係文

(1) 分類

(2) dy'tとwa't; der'tとwer't

g47~958 r茜フリジア語の文法構造一一数詞，艶詞， der ---J 

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk telwurd， bywurd，‘der' 

f北海道大学文学部紀要 45-3. 第 90 号~ 1997. 171-246 

V 数詞

S 47 基数詞と序数詞

(1) 語形

(2) 解説

S48 数詞による表現

羽副詞

S49 はじめに

S 50 場所の副詔
(1) 一般的な場所な表わすもの
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(2) 特定の場所を表わすもの

951 時間の副詞と時間表現

(1) 指示的な時間表現

(2) r名詞 SJ と「定冠詞十名詞も」

(3) その他の形式による配分的な意味の表現

(4) その他の時間の副詞

(5) その他の表現く補足〉

952 諌態，程度・比較，論理関係の爵詞

(1)様態の副詞

(2) 程度・比較の副詞など

(3) 論理関係の副詞

953 話法の副読

(1) 蓋然性と評価・判断

(2) 心態詞としての用法

VII der 

954 まとめ

955 代名詞の der

(1) まとめ

(2) 相関詞の der

(3) derの語順

956 場所の der

957 存在の der

(1) 用法

(2) r存在の derJと「虚辞の derJ(958) 

958 虚辞の der

(1) まとめ

(2) 個々の用法と用例

(3) 言語使用上の要罰

(4) 疑問詞による制限
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(5) 受動文での derとitの鈍い分け

(6) I watfoar (in)十名詞」の分離と「虚辞の derJ

(7) I虚辞の derJと「代名詞の derJ

~ 59~S 61 r西フリジア語の文法構造一一前置詞と後置詞 (1)一一J

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk - ferhaldingswurd (1) 
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VsI 蔀讃詞と後寵詞

S 59 はじめに

S 60 前置詞

(l) はじめに

(2) 種類と用例

1997. 23-62 

S 61 前置詞のその地の用法，前置詞の残留
(l) 地名とともに用いる前置詞

(2) 前置詞匂を支配する前量調

(3) 不定詞句を伴う前置詞

(4) I代名詞の derJを伴うことができない話量詞

(5) I代名詞の derJによる前置詞の残龍

(6) 名諮句による前置詞の残留

(7) 場所の前置詞を欠く表現

S 62~S 63 r茜フ 1)ジア語の文法構造一一前置調と後置詩 (2)一一」

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk一一ferhaldingswurd(2) 

F北海道大学文学部紀要 46-2. 第 92 号~ 1998. 41-64 

H2 後罷詞 I一一名詞匂そ支配するもの

(1) はじめに

(2) 前置詞との意味の相違

(3) 前置詞との語形の相違

(4) 前置詞とのF司法の相違

105-
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(5) 種類と用例

~ 63 後置詞II一一前置詞匂を支配するもの

(1) はじめに

(2) 名詩句を支配する後遺詞との語形的な関係

(3) 意味

(4) 語順

(5) 種類と用例

S 64~S 67 r西フ 1)ジア語の文法構造一一接続語一-J

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk bynwurd 

f北海道大学文学部紀要 46-3. 第 93 号~ 1998. 65-121 

以〔 接続語

H4 はじめに

H5 並列接続詞

(1) 照法

(2) 種類と用例

(3) 同じ意味で並列接続詞としても副語としてもはたらくもの

~ 66 補文導入要素と補文標識

(1) 補文標識の用法と従属文の種類

(2) oft [Jt] (口語atht]) 

(3) as hsJ 

(4) 補文標識の「活用J

~ 67 従属接続詞

(1) 用法と枠構造

(2) 種類と用例

(3) dat 

S 68~S 73 r西フリジア語の文法構造一一動詞(1)ーコ

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk tiidwurd (1) 

106 
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F北海道大学文学部紀要 47-2. 第 95 号~ 1998. 21-97 

X 動詞

S 68 動詞の語形変化と文法範陪:概観

(l) 定形と不定形

(2) 定形

(3) 不定形

S69 語形変化による動認の分類:概観

(1) 3つのクラスと下位分類

(2) 語幹と人称語毘

S 70 e-動詔

(l) 弱変化動詔:規則動詞 I

(2) 弱変化動詞:規則動詞II

(3) 弱変化動諒:不規則動詞

(4) 強変化動詔

(5) 過去現在動詞

S 71 je同動詞

(1) まとめと過去形2人称親称単数引(e)

(2) 弱変化動詞:規則動詞 I

(3) 弱変化動詞:規則動詞II

(4) 弱変化動詞:不規則動詞

(5) 強変化動詞

S 72 n-動詞

(l) まとめ

(2) 種類と語形

S73 不規則動詞変化表

n4~n5 r商フリジア語の文法構造一一動詩 (2)一-J

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk一一tiidwurd(2)一一)

r北海道大学文学部紀要 47-3. 第 96 号~ 1998. 53-72 
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S 74 時制と法

(1) 現在形

(2) 過去形

(3) 命令形

S 75 完了形と進行形

(1) まとめ

(2) 完了の助動詞hawwe/weze

(3) 現在完了形

(4) 過去完了形

(5) 進行形

S 76~S 77 r西フリジア誇の文法構造 動詞 (3)一一」

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk tiidwurd (3) 

『北海道大学文学部紀要 47-4. 第 97 号~ 1999. 89-124 

06 話法の助動詔:概観

(1) 語形変化

(2) 語順

(3) 不定詞を伴わない場合

(4) 意味と用法

(5) 非現実の表現

S77 話法の劫動詔の種類と用例

(1) 第 1不定詞を伴うもの

(2) te-第 2不定詞または第1不定詞を伴うもの

S 78~S 82 r西フリジア語の文法構造一一動罷 (4)一一J

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk - tiidwurd (4)一一)

r北海道大学文学部紀要 48-1.第 98号.J1999. 21-55 

S 78 受動態
(1) まとめ

108 
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(2) 人称受動

(3) 非人称受動

(4) 受動態の可否

(5) その他の構文

S 79 使役動詞

(1) litte 

(2) その他の表現

~ 80 再帰動詞

(1) 本来的な再J原動詞

(2) 他動詞の再帰的用法

(3) そのf也

~ 81 非人称動詞

(1) 天候動詞

(2) 'it is""による天候の表現

(3) その他の表現

S 82 態にかんする語会的表現

(1) まとめ

(2) 中間態動語

(3) 能格動詔

(4) その他の場合

(5) 再帰・使役・非人称構文における用法の可否

9 83~g 85 r璃フリジア語の文法構造一一動罷 (5)一一J

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk - tiidwur・d(5) 

r北海道大学文学研究科紀要 101~ 2000. 93-129 

S 83 名詞抱合:概観

(1) はじめに

(2) 特徴:まとめ

S 84 名詞抱合:個々の特徴
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(1) 生産性など

(2) 形態的特徴:抱合動詞のl としての性質

(3) 形態的特徴被抱合名詞の詩形

(4) 形態的特徴:抱合動詞の語形変化

(5) 意味的特徴

(6) 統語的特徴:被抱合名詞

(7) 統語的特徴:抱合動詞の項構造

(8) 統語的制約

(9) 名詞抱合の存在理由

S 85 名詞抱合に類する現象

(1) 類別的名詞抱合

(2) 形容詞抱合

(3) その{也

S 86~S 88 r西フリジア語の文法構造一一動詫 (6)~J

(Struktuer fan it Westerlauwer 

『北海道大学文学研究科紀要 108~ 2002. 23-100 

S 86 分離動詞
(1) 語形と意味

(2) 語顕

(3) 分離成分の種類と意味

(4) 分離動詔のその地の用法

S 87 非分離動詞 I: be-による接頭辞動詞
(1) 接頭辞

(2) 接頭辞be-

~ 88 非分離動詔II:その他の接頭辞動詞

(1) 接頭辞fer-

(2) 接頭辞te-

(3) 接頭辞unt-
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(4) 接頭辞mis-

(5) 接頭辞wjer-

(6) 接頭辞efter-/foar-/oan-/ oer-/ om-/troch-/under-

S 89~S 93 r西フリジア語の文法構造 動詞(7)-J

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk tiidwurd (7) 

f北海道大学文学研究科紀要 111~ 2003. 51~94 

~ 89 派生動詞:概観

(1) 動詞の派生

(2) 接頭辞の役割

(3) 接尾辞と品詞転換以外による派生動詞

~ 90 接尾辞による派生動詞

(1) 接尾辞-el/司er

(2) 接罷辞-k

S 91 品詞転換による派生動詔

(1) 品詔転換による派生動詞の種類

(2) ゼロ品詞転換

(3) 加音っき品詞転換

(4) 加音-igとは別の -gによる Igje動詞J

~ 92 現在分詞

(1) まとめ

(2) 現在分詞の用法

(3) 形容詞化・名詞化した現在分詞

~ 93 過去分詞

(1) まとめ

(2) 過去分詞の用法:補足

(3) 形容詞化した過去分詔など

-111 
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~ 94~~ 98 r茜フ 1)ジア語の文法構造一一動詞 (8)一一J

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk - tiidwurd (8) 

r北海道大学文学研究科紀要 112~ 2004. 1-103. 

~ 94 不定詞:まとめ

~ 95 第 l不定詰 (e-不定詞)

(1) 名詞用法

(2) その他の用法

~ 96 第2不定詞 (en-不定詞)

(1) 第2不定詞の名詞用法:第1不定詞との共通点と相違点

(2) ，限定詞十第2不定詰」と名詞句型構文/動詞匂型構文

(3) 知覚動詔構文 (ACI構文)

(4) 第 2不定詰十アスペクト動詞bliuwe/gean 

(5) 第2不定詞十komme

(6) 名詞句十{stean/sitten/lizzen/hingj en/ rinnen}十{hawwe/

fine} 

(7) it {is/liket}十形容詞十第2不定詞

(8) oan 't十第2不定詞十weze 前置詞句進行形)

~ 97 te-第2不定詞

(1) te-第2不定認の分類、

(2) te-第2不定詞匂を伴う他動詞(制御動諮)

(3) te-第 2不定詞句を伴う話法動詞・アスペクト動詞(繰り上げ動

詞)

(4) {stean/ sitte/lizze/hingje/ rinne}十te-第2不定詞(姿勢動詔進

行形)

(5) 'te姐第2不定詞十wezeJ 受動・可能/必然)

(6) ，名詞匂十te-第2不定詔十hawweJ(可能・適切・必要・義務/必

然)

(7) 'te-第2不定詞ート{gean/weze/話法の助動詞}J

(8) ，前置語…te-第 2不定詞」と前置詞の om



商フリジア諮の文法構造ーあとがき，参考文献，日次

(9) 補文標識の om

(10) te-第 2不定詞の省略

S 98 第 3不定詞(命令形不定詞)と I町一帯文

(1) r en十第3不定詰(命令形不定詞)J構文

(2) 並列型構文

(3) 従属型措文

(4) 命令形と第3不定詞(命令形不定詞)

(5) r en十第3不定詞(命令形不定詞)J構文と「主文を伴う datJ

g 99~g 100 r商フリジア語の文法構造 動詞 (9)一一」

(Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk - tiidwurd (9) 

『北海道大学文学研究科紀要 113J 2004. 65-108. 

S 99 動謂群の語I1固と相互承接
(1) 動詞群の語願と IPP効果による代替不定詞

(2) IPP-効果による代替不定詞と「二重過去分詰」

(3) te司第2不定詰の語頼 rオーヴェルディープ (Overdiep)の法

剣」

(4) 動詞群の用例

(5) オランダ語との比較

SlOO 否定詞netと二重否定〈補足〉

(1) 否定詰netの用法

(2) 否定詰netと関連表現

(3) 

あとがき

参考文献

と虚辞の net

*本務は王子成16年度文部科学省・学術振興会科学研究費補助金による研究成楽の一部であ

る。研究課題西フリジア語文法記述のための最終的研究一一ゲルマン語類駁論の構築

に向けてJ.基盤研究 (C)(2).課題番号14510599(研究代表者 北海道大学大学院文学

研究科教授清水誠)
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